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生
島
足
島
神
社
は
、
式
内
大
社
と
い
う
看

板
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
式
内
社
と
い
う
の
は

平
安
時
代
初
期
の
延
喜
と
い
う
年
号
の
９
７

２
年
の
頃
に
定
め
ら
れ
た
儀
式
集
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
の
神
明
帳
に
は
朝
廷
が
お
祝
い

を
届
け
る
全
国
の
神
社
の
神
様
の
名
前
が
書

い
て
あ
り
ま
す
。
信
濃
の
国
で
は
三
十
八
座

の
神
様
の
名
前
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
特
に

大
事
な
神
様
が
大
と
表
示
さ
れ
七
座
あ
り
ま

す
。
諏
訪
の
上
社
、
下
社
、
穂
高
神
社
、
更

埴
の
武
水
別
神
社
、
長
野
の
城
山
に
あ
る
水

内
大
社
と
呼
ば
れ
る
彦
神
別
神
社
と
我
が
生

島
様
足
島
様
の
七
柱
で
あ
り
ま
す
。

　

生
島
様
、
足
島
様
は
都
を
定
め
る
時
に
天

皇
が
宮
中
に
お
祀
り
す
る
日
本
国
土
そ
の
も

の
の
御
霊
で
す
。
こ
の
よ
う
な
御
縁
で
明
治

の
三
十
二
年
七
月
七
日
に
国
幣
中
社
に
昇
格

し
ま
し
た
。
長
野
県
に
は
こ
の
社
格
の
上
は

官
幣
大
社
の
諏
訪
大
社
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
県
内
二
番
目
の
社
格
を
持
つ
神
社
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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格
と
い
う
の
は
、
難
し
い
も
の
で
、
無
理

や
り
に
つ
く
る
も
の
で
は
な
く
、
な
ん
と
な

く
感
じ
て
も
ら
う
も
の
な
の
で
す
。
何
気
な

い
た
た
ず
ま
い
の
中
に
厳
か
さ
や
品
の
良
さ

を
感
じ
ら
れ
よ
う
日
々
の
鍛
錬
の
中
か
ら
に

じ
み
出
て
く
る
も
の
な
の
で
す
。
外
観
の
た

た
ず
ま
い
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
る
人
々
の
心
根
も
反
映
し
て
し
ま

い
ま
す
。
襟
を
た
だ
し
て
、
隠
し
ご
と
の
な

い
浄
明
正
直
な
態
度
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
社
格
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
旧
国
幣
中
社
で

あ
る
生
島
足
島
神
社
の
格
を
維

持
し
子
孫
に
伝
え
る
の
が
私
た

ち
生
島
足
島
神
社
の
関
係
者
の

努
め
と
な
り
ま
す
。
参
拝
者
の

み
な
様
が
、
清
々
し
く
感
じ
、

癒
し
や
力
を
も
ら
え
る
雰
囲
気

を
そ
な
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
綺
麗
に
、
掃
除
が
行
き
届

い
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
の
整
備

も
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

二
年
前
に
赴
任
し
た
際
に
、

国
弊
社
ら
し
か
ら
ぬ
感
じ
を
覚

え
た
の
は
、
神
池
の
西
側
の
仮

橋
と
ご
祈
祷
控
え
所
の
テ
ン
ト

や
お
み
く
じ
の
テ
ン
ト
で
し
た
。

西
橋
は
、
昨
年
無
理
を
言
っ
て

国
弊
社
に
ふ
さ
わ
し
い
、
擬
宝
珠
付
き
の
朱

塗
橋
を
付
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
残
る
課

題
は
、
ご
祈
祷
待
合
室
や
お
み
く
じ
所
を
テ

ン
ト
に
か
わ
る
建
物
を
作
り
、
参
拝
者
の
皆

様
に
気
持
ち
よ
く
使
っ
て
い
た
だ
け
る
か
で

あ
り
ま
す
。

　

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
な
る
べ
く
早
期

に
建
物
を
つ
く
り
解
決
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

宮
司山 

崎 

洋 

文

境
内
の
品
格

9班  工藤 勇
氏子総代長

8班  平田 寿和
総務部長（新任）

６班  勝見 隆
総務部

10班  金森 豊
総務部（新任）

9班  堀内 光信
経理部長

5班  横関 道昭
経理部

4班  永井 悠太
経理部（新任）

8班  野村 功一
祭典部長

10班  土屋 秀幸
管理部長

1班  與川 富樹
管理部

2班  村山 光義
管理部

3班  伊藤 信豊
管理部

6班  荒井 慶司
管理部

2班  柳沢 誘治
管理部（新任）

10班  宮原 隆
管理部（新任）

1班  村山 生夫
広報部長
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年
度
事
業
計
画
」
と
「
収
支
予
算
」
お
よ
び

「
八
年
度
の
境
内
清
掃
の
出
役
依
頼
」
に
つ

い
て
出
席
者
全
員
の
議
決
に
よ
る
ご
賛
同
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
詳
細
は
総
会
資
料
と
し

て
各
班
選
出
の
総
代
に
資
料
を
配
布
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
改
め
て
の
ご
報

告
は
省
略
し
ま
す
が
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
機
会
が
あ
れ
ば
、
そ
の
資
料
を
是
非

一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

そ
の
中
で
定
期
総
会
に
お
い
て
触
れ
な
か

っ
た
事
項
に
つ
い
て
一
部
補
足
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
と
、
昨
年
度
に
社
殿
前
の
夫

婦
白
槙
木
（
ヒ
モ
ロ
）
の
間
に
「
さ
ざ
れ

石
」
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

国
歌
の
君
が
代
に
謡
わ
れ
て
い
る
石
で
、

小
さ
な
石
が
長
年
に
か
け
て
集
り
大
き
な
岩

と
な
っ
た
貴
重
石
と
し
て
国
家
の
繁
栄
や
国

民
の
結
束
を
象

徴
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆

様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
神

社
ご
参
拝
の
際

に
一
見
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

ま
た
、
同
様
に
昨
年
、
皆
様
方
に
も
投
げ

掛
け
祇
園
祭
や
夏
詣
の
期
間
中
に
宮
池
周
囲

へ
設
置
し
た
「
奉
納
提
灯
」
で
す
が
、
今
年

度
も
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
々
に
追
加
設
置

の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
、
一
段
と
賑
や
か
に

夜
間
等
の
参
拝
者
を
お
迎
え
す
る
予
定
で
お

り
ま
す
。

　

更
に
「
御
柱
奉
倒
祭
」
で
倒
し
た
四
本
の

御
柱
に
つ
い
て
は
、
一
本
は
境
内
に
飾
り
柱

と
し
て
古
い
柱
と
入
れ
替
え
、
二
本
を
建
築

材
と
し
て
地
元
企
業
に
ご
活
用
い
た
だ
き
、

残
り
一
本
に
つ
い
て
は
「
お
守
り
木
札
」
と

し
て
数
多
く
の
氏
子
崇
敬
者
へ
配
付
で
き
る

よ
う
に
加
工
し
活
用
を
図
る
よ
う
に
致
し
ま

し
た
。
神
社
で
の
諸
祭
事
の
際
に
ご
参
拝
い

た
だ
く
時
に
は
、

こ
の
木
札
を
ご
利

用
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

今
年
度
は
、
令
和
十
年
に
予
定
さ
れ
て
い

る
『
御
柱
大
祭
を
見
据
え
た
諸
々
の
老
朽
化

し
た
諸
施
設
の
改
修
』
や
整
備
を
軸
に
、
所

内
の
Ｏ
Ａ
化
推
進
や
催
事
の
職
員
・
総
代
一

丸
と
な
っ
た
円
滑
な
催
行
等
に
向
け
た
各
種

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、
参
拝
者
の

方
々
を
快
く
お
迎
え
出
来
る
よ
う
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
行
く
予
定
で
す
。

　

具
体
的
に
整
備
関
係
に
つ
い
て
は
、
ご
祈

祷
待
合
所
と
御
札
・
お
守
り
等
を
一
体
化
し

た
建
物
設
置
計
画
を
「
総
合
的
建
物
検
討
委

員
会
」
に
よ
り
立
ち
上
げ
、
効
果
的
な
計
画

策
定
を
目
指
す
事
。
ま
た
「
情
報
シ
ス
テ
ム

推
進
タ
ス
ク
チ
ー
ム
」
に
よ
る
Ｏ
Ａ
化
の
一

層
の
充
実
を
図
る
事
。
更
に
、
改
修
関
係
に

　

新
緑
の
候　

氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
事
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
神
社
に
深
い
ご
理
解
と
多
大
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
接
触
予
防
の
注
意
の
時
期
以
降
、
徐
々

に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
参
拝
者
や
外
祭
の

ご
要
請
及
び
当
神
社
へ
の
正
式
参
拝
の
ご
要

請
・
ツ
ア
ー
観
光
バ
ス
の
乗
り
入
れ
等
が
増

加
し
、
数
多
く
の
崇
敬
者
に
ご
来
訪
い
た
だ

き
、
東
信
地
区
は
基
よ
り
長
野
県
内
で
も
有

数
の
信
頼
さ
れ
る
神
社
に
肩
を
並
べ
る
状
況

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重
に
、

氏
子
崇
敬
者
は
も
と
よ
り
神
社
関
係
者
一
丸

と
な
っ
て
取
組
ん
で
い
た
だ
い
た
結
果
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
過
日
、
令
和
八
年
度

『
神
社
定
期
総
会
』
を
開
催
し
、
「
七
年
度

事
業
報
告
」
と
「
収
支
決
算
」
お
よ
び
「
八

ご
挨
拶

お
い
て
は
、
社
殿
内
で
の
ご
祈
祷
者
の
熱
中

対
策
と
し
て
空
調
機
設
置
や
鳥
居
等
の
塗
装

剥
離
箇
所
お
よ
び
老
朽
化
し
た
設
備
の
改
修

等
を
総
会
で
ご
承
認
い
た
だ
い
た
予
算
を
ベ

ー
ス
に
逐
次
・
着
実
に
進
め
る
予
定
で
す
。

総
代
・
神
職
お
よ
び
職
員
一
丸
と
な
っ
て
皆

様
方
か
ら
の
お
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
、

精
力
的
に
取
り
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
今

年
度
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
神
社
が
地
域
の
方
々
か
ら
愛

さ
れ
、
益
々
の
崇
敬
が
活
発
と
な
る
よ
う
、

皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

氏
子
総
代
長

工 

藤
　  

勇

10班  小宮山 幸男
祭典部

4班  田村 智就
祭典部

5班  細山 貴寿
祭典部（新任）

7班  宮入 一喜
広報部

8班  野村 均
広報部（新任）

9班  歌 清春
広報部（新任）
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二
、�親
し
く
訪
れ
る
神
社
参
拝
者
増
加
対
策

の
実
施

・�

経
理
部
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
神
社
参
拝
購

入
物
品
の
新
規
開
拓
と
購
入
拡
大
策
の
実

・�

御
祈
祷
、
祈
願
者
の
待
合
所
設
置
お
よ

び
御
神
籤
所
設
置
に
向
け
た
建
物
新
設

計
画
の
策
定

・�

下
之
郷
水
土
里
ま
も
り
隊
と
の
調
整
に
よ

る
宮
池
の
浄
化
対
策
の
推
進
（
泥
上
げ

等
）

・�「
夏
詣
」
並
び
に
「
日
本
遺
産
レ
イ
ラ
イ
ン

冬
至
、
夏
至
」
イ
ベ
ン
ト
の
円
滑
な
推
進

・�

各
種
祭
事
の
円
滑
な
推
進
に
向
け
た
総
括

（
催
事
推
進
タ
ス
ク
で
の
関
係
個
所
へ
の
水

平
展
開
）

三
、土
地
建
物
の
健
全
な
保
全

・�

令
和
十
年
御
柱
大
祭
に
向
け
た
建
物
お

よ
び
工
作
物
の
改
修
計
画
の
立
案

・�

神
社
建
物
お
よ
び
工
作
物
に
係
る
効
率
的

な
「
損
害
保
険
見
直
し
」
の
推
進

四
、�各
部
の
各
種
行
事
及
び
作
業
等
へ
の
協

力
と
支
援

・�

経
理
部
…
社
頭
収
入
拡
大
と
経
費
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
の
推
進

・�

祭
典
部
…
例
祭
、
お
焚
き
上
げ
等
に
必

要
な
諸
物
品
等
の
調
整
に
よ
る
調
達

・�

管
理
部
…
年
末
年
始
お
よ
び
除
草
・
作

業
等
へ
の
人
的
確
保
の
対
応

・�

広
報
部
…
祭
事
イ
ベ
ン
ト
対
応
及
び
ダ
ル
マ

販
売
等
へ
の
支
援

経
理
部
長
　
堀
内
光
信

経
理
部

一
、適
正
な
会
計
業
務
の
推
進

・�

日
々
の
日
系
管
理
と
金
融
機
関
へ
の
収
入

措
置
の
徹
底

・�

期
末
処
理
に
係
る
内
部
監
査
お
よ
び
監

査
役
監
査
の
実
施　

二
回
／
年

・�

予
算
執
行
状
況
の
把
握
と
決
算
処
理
の

管
理

二
、�収
入
増
加
対
策
の
推
進
と
費
用
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
の
徹
底

・�

社
頭
収
入
拡
大
に
向
け
た
諸
物
品
購
入

の
検
討
と
販
売
促
進

・�

神
社
繁
忙
期
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
助
勤
等
の

「
臨
時
従
業
員
就
業
規
則
」
に
基
づ
く
適

正
要
員
の
検
討
と
関
係
個
所
と
の
調
整

・�
そ
の
他
経
費
（
光
熱
費
、物
品
購
入
費
等
）

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
徹
底

三
、経
理
業
務
に
係
る
所
内
ル
ー
ル
の
構
築

・�

一
定
金
額
を
尺
度
と
し
た
物
品
購
入
に
係

る
購
買
取
扱
ル
ー
ル
の
構
築

・
工
事
請
負
に
係
る
取
扱
ル
ー
ル
の
構
築

総
務
部
長
　
平
田
寿
和

総
務
部

一
、�総
代
及
び
神
職
・
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
確
保

・�

総
代
と
神
職
お
よ
び
職
員
と
の
意
見
交
換

会
開
催
に
よ
る
課
題
等
の
解
消　

二
回
／

年
程
度

・�

業
務
繁
忙
状
況
に
併
せ
た
適
正
要
員
の
確

保
お
よ
び
配
置

・�「
職
制
な
ら
び
に
職
務
権
限
規
程
」「
承

認
書
取
扱
規
程
」
等
の
規
定
類
の
整
備

構
築

・�「
倫
理
運
営
委
員
会
」
開
催
に
よ
る
内
部

統
制
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
の
充
実

・�「
催
事
推
進
タ
ス
ク
チ
ー
ム
」
の
効
果
的
且

つ
活
発
な
推
進
に
よ
る
催
事
お
よ
び
イ
ベ
ン

ト
対
応
等
の
円
滑
な
対
応
実
施

・�

責
任
役
員
会
議
、
総
代
会
、
班
長
会
の

開
催

・�

神
社
所
内
の
よ
り
一
層
効
果
的
な
０
Ａ
化

推
進
（
共
有
サ
ー
バ
ー
化
「
所
内
ラ
ン
」）・

物
品
管
理
と
日
計
収
入
管
理
・
情
報
の

共
有
化
等
）

・�

非
常
災
害
・
防
火
管
理
体
制
の
確
立
に
よ

る
防
災
訓
練
の
実
施

・�

祭
事
に
係
る
諸
施
設
リ
ー
ス
契
約
の
随
意

契
約
是
非
の
検
討
と
契
約
締
結

四
、各
部
と
協
働
に
よ
る
事
業
運
営
の
推
進

・�

各
祭
事
に
係
る
的
確
な
受
付
対
応
の
実
施

・�

各
祭
事
イ
ベ
ン
ト
に
係
る
直
会
で
の
御
礼

品
、
会
食
等
の
手
配

・�

祭
事
お
よ
び
各
部
の
作
業
等
に
関
す
る
資

器
材
等
の
適
切
な
確
保

・�

車
両
（
軽
ワ
ゴ
ン
車
）
増
設
の
新
規
購
入

お
よ
び
リ
ー
ス
購
入
等
の
計
画
立
案

祭
典
部
長
　
野
村
功
一

祭
典
部

一
、�年
間
祭
事
計
画
に
沿
っ
た
諸
準
備
と
警

護
等
の
的
確
対
応

・
祭
事
に
必
要
な
物
品
の
購
入

・�

祭
事
で
の
手
水
、圭
吾
神
職
補
助
等
の
実
施

・�

祭
事
予
定
に
沿
っ
た
結
界
、
紙
垂
お
よ
び

ス
ロ
ー
プ
等
の
会
場
準
備
推
進

・�

神
前
結
婚
式
等
で
の
傘
持
ち
等
の
隊
列
対
応

・�

祭
事
に
伴
う「
山
榊
」「
青
竹
」「
注
連
縄
」

の
確
保

・�

節
分
追
儺
祭
で
の
福
升
づ
く
り
の
準
備

（
焼
き
印
準
備
）

・�

山
榊
採
取
予
定
地
（
東
山
入
会
区
お
よ

び
山
宮
周
辺
）
の
環
境
維
持
と
的
確
管
理

・�

子
供
に
よ
る
「
浦
安
の
舞
」
お
よ
び
祇
園

祭
で
の
「
こ
ど
も
神
輿
」「
大
人
神
輿
」

の
祭
事
対
応
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事
業
計
画
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落
葉
処
理
の
実
施

二
、境
内
整
備
計
画
の
立
案
と
推
進

・
宮
池
周
辺
フ
ェ
ン
ス
損
傷
個
所
の
改
修　

・�

構
内
駐
車
場
の
駐
車
ラ
イ
ン
更
新
と
窪
地

等
の
補
修
検
討

・�

駐
車
場
北
側
出
入
口
の
ポ
ー
ル
お
よ
び
チ
ェ

ー
ン
改
修
検
討

・�

本
殿
裏
の
支
障
木
伐
採
計
画
と
そ
の
実
施

（
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
、
ク
ヌ
ギ
）

三
、�神
社
内
発
生
の
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の

推
進

・�
自
治
会
で
の
資
源
ゴ
ミ
回
収
に
併
せ
た
資

源
ゴ
ミ
の
分
別
処
理

・�

不
要
ゴ
ミ
等
の
お
焚
き
上
げ
で
の
処
理
と
一

般
ゴ
ミ
処
理
業
者
搬
出
処
理
の
実
践

四
、神
社
諸
物
品
の
適
正
管
理

・�

幟
旗
下
し
時
の
破
損
個
所
チ
ェッ
ク
と
不

具
合
箇
所
の
改
修

・�

所
有
車
両
の
時
期
に
併
せ
た
タ
イ
ヤ
交
換

の
実
施

・�

除
雪
械
、
運
搬
機
器
、
薪
割
機
、
高
速

洗
車
機
お
よ
び
バ
ッ
ク
ホ
ー
等
の
定
期
的

点
検
に
よ
る
円
滑
な
稼
働
準
備
の
推
進

五
、祭
事
に
向
け
た
事
前
準
備
の
推
進

・�

年
末
年
始
に
向
け
た
諸
準
備
の
実
施
（
薪

作
り
、
駐
車
場
ラ
イ
ン
引
き
、
灯
篭
保
護

対
策
、
案
内
看
板
設
置
等
）

・�

各
祭
事
に
お
け
る
事
前
準
備
の
推
進
（
テ

ン
ト
設
営
、
茅
の
輪
設
置
、
神
楽
殿
開
放
、

歌
舞
伎
舞
台
開
放
等
）

六
、各
部
と
協
働
に
よ
る
事
業
運
営
の
推
進

・�

各
部
作
業
等
へ
の
協
力
（
年
末
年
始
対
応
、

除
草
等
）

広
報
部
長
　
村
山
生
夫

広
報
部

一
、神
社
祭
事
等
に
係
る
記
録
の
整
理

・�

神
社
祭
事
で
の
記
録
写
真
等
に
よ
る
保
存

整
理

・�

各
種
作
業
や
行
事
等
の
記
録
写
真
等
の

保
存
整
理

・�

広
報
紙（
神
社
だ
よ
り
）の
発
行
に
よ
る
氏

子
等
へ
の
神
社
情
報
の
提
供　

二
回
／
年

二
、�広
告
媒
体
を
活
用
し
た
神
社
祭
事
等
情

報
の
周
知

・�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
逐
次
変
更
に
よ
る
情
報
提

供
の
推
進

・�

各
種
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
広
報
誌
を
活
用
し
た

神
社
情
報
の
提
供

・�
小
中
学
校
お
よ
び
高
校
、
短
大
等
へ
の
神

社
情
報
提
供
に
よ
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

確
保

・�

広
告
媒
体
の
状
況
に
併
せ
た
必
要
性
見
直

し
に
よ
る
適
正
広
報
の
検
討

二
、�直
営
に
よ
る
核
社
殿
等
へ
の
大
注
連
縄

の
取
り
換
え
設
置

・�「
大
注
連
縄
タ
ス
ク
チ
ー
ム
」
に
よ
る
成
果

を
踏
ま
え
た
逐
次
取
り
換
え
の
実
施

三
、�お
焚
き
上
げ
場
の
適
正
管
理
と
状
況
に

応
じ
た
お
焚
き
上
げ
の
実
施

四
、�各
部
と
の
協
働
に
よ
る
事
業
運
営
の
推
進

・�

ダ
ル
マ
販
売
に
係
る
諸
作
業
へ
の
協
力
（
会

場
設
営
、
目
入
れ
、
清
払
い
等
）

・�

各
部
作
業
へ
の
協
力
（
年
末
年
始
対
応
、

除
草
倒
）

管
理
部
長
　
土
屋
秀
幸

管
理
部

一
、境
内
の
環
境
整
備
の
推
進

・
参
道
大
鳥
居
の
補
修
工
事
計
画

・�

西
鳥
居
お
よ
び
社
殿
等
建
物
の
塗
装
剥

離
箇
所
の
補
修
計
画

・�

本
殿
内
の
参
拝
者
の
環
境
整
備
に
向
け
た

冷
房
装
置
の
設
置

・
宮
池
の一
定
水
位
確
保

・�

境
内
立
木
や
庭
木
の
適
正
管
理
と
各
社

境
内
の
定
期
的
除
草
の
推
進

・�

参
道
、
境
内
へ
の
敷
き
砂
利
等
に
よ
る
整

備
実
施

・�

状
況
に
併
せ
た
境
内
清
掃
お
よ
び
倉
庫
内

整
理
整
頓
（
５
Ｓ
の
実
施
）

・�

境
内
落
葉
の
清
掃
計
画
の
立
案
と
集
積

三
、福
だ
る
ま
頒
布
の
推
進

・�

年
末
年
始
で
の「
福
だ
る
ま
」
頒
布
の
推
進

・�「
だ
る
ま
特
別
会
計
」
の
的
確
管
理
に
よ

る
集
約
実
践

四
、カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
業
務

・�

テ
ー
マ
決
め
て
そ
の
年
に
合
わ
せ
た
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
成
し
、
関
係
個
所
配
布

五
、広
告
看
板
等
の
的
確
管
理

・�

市
内
へ
既
設
置
の
広
告
塔
の
補
修
点
検
の

実
施

・�

神
社
東
鳥
居
横
の
看
板
の
タ
イ
ム
リ
ー
な

案
内
看
板
の
入
れ
替
え
推
進

六
、�祭
事
に
合
わ
せ
た
関
係
機
関
と
の
調
整

に
よ
る
円
滑
な
斎
行
推
進

・�

祭
事
に
合
わ
せ
た
煙
火
打
ち
上
げ
に
係
る

関
係
機
関
と
の
諸
手
続
き
の
実
施

　

�（
消
防
署
届
け
出
、
煙
火
業
者
と
の
調
整
）

・�

祇
園
祭
に
合
わ
せ
た
車
両
通
行
止
め
措
置

の
実
施
（
上
田
警
察
署
）

・�

年
末
年
始
の
道
路
通
行
止
め
措
置
に
関

す
る
諸
届
出
の
実
施
と
看
板
設
置

七
、�各
部
と
の
協
働
に
よ
る
事
業
運
営
の
推
進

・�

各
部
作
業
へ
の
協
力
（
祭
事
、
年
末
年
始

対
応
、
除
草
等
）

・�

神
社
所
内
の
よ
り
一
層
効
果
的
な
Ｏ
Ａ
化

推
進
（
共
有
サ
ー
バ
ー
化
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

よ
る
物
品
管
理
等
）
へ
の
協
力
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半
年
の
節
目
、
心
の
リ
セ
ッ
ト
を
「
い
く

し
ま
さ
ん
」
で

　

信
州
の
夏
。
境
内
を
吹
き
抜
け
る
風
が
、

少
し
ず
つ
涼
を
運
ん
で
く
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。

　

一
年
の
折
り
返
し
地
点
に
あ
た
る
こ
の
時

期
、
私
た
ち
は
過
ぎ
し
半
年
の
無
事
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
残
り
半
年
の
平
穏
を

祈
る
「
夏
詣
（
な
つ
も
う
で
）
」
の
時
季
を

迎
え
ま
す
。

　

お
正
月
の
「
初
詣
」
が
、
凛
と
し
た
冬
の

空
気
の
中
で
背
筋
を
伸
ば
し
、
一
年
の
志
を

立
て
る
場
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
季
節
の
参

拝
は
、
い
わ
ば
「
心
を
ほ
ど
く
た
め
の
旅
」

で
す
。
日
々
忙
し
さ
や
暑
さ
の
中
で
、
私
た

ち
の
心
に
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
小
さ

強
張
り
が
溜
ま
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
蝉

の
声
に
包
ま
れ
た
鎮
守
の
杜
に
身
を
置
き
、

た
だ
静
か
に
手
を
合
わ
せ
る
。
そ
ん
な
ひ
と

と
き
が
、
凝
り
固
ま
っ
た
心
を
柔
ら
か
く
解

き
ほ
ぐ
し
、
ま
た
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す

た
め
の
光
を
灯
し
て
く
れ
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
さ
ま
に
涼
を
感
じ
、
心
静
か

に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
を
ご
用
意
い
た
し
ま
し
た
。
参
道
の

入
り
口
で
日
々
の
疲
れ
を
そ
っ
と
お
き
、
ど

う
ぞ
日
本
の
真
ん
中
、
一
年
の
真
ん
中
「
い

く
し
ま
さ
ん
」
へ
、
心
の
リ
セ
ッ
ト
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
度

「
夏
詣
」
行
事
日
程
一
覧

　

本
年
の
夏
詣
期
間
（
７
月
１
日
～
９
月
19

日
）
に
お
け
る
主
な
催
し
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

（
7
月
1
日
〜
8
月
31
日
）

　

公
式Instagram

に
て
募
集
を
行
い
ま
す
。

素
敵
な
写
真
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

風
鈴
小
道
（
7
月
5
日
〜
8
月
31
日
）

　

参
道
や
境
内
に
涼
や
か
な
音
色
の
風
鈴
を

設
置
い
た
し
ま
す
。

浴
衣
参
拝
（
7
月
25
日
〜
8
月
31
日
）

　

和
装
で
お
越
し
の
方
に
は
粗
品
を
贈
呈
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
８
月
11
日
・
15
日
・
16

日
・
29
日
限
定
で
、
普
段
入
る
こ
と
が
で
き

な
い
「
御
神
橋
」
で
の
撮
影
が
可
能
で
す
。

巫 

女樋 

口 
真 
衣

夏
詣
で

な
つ

も
う
で

夕
暮
れ
の
風
に
涼
や
か
な
祈
り
を
の
せ
て

蝉
の
歌
。
あ
な
た
の
声
も
届
い
て
い
ま
す
か
？

静
か
に
た
た
ず
む
、
こ
こ
信
州
の
鎮
守
の
杜
。

真
ん
中
に
い
く
し
ま
さ
ん
の
社
へ
。

夏
詣
（
な
つ
も
う
で
）
は
、
心
を
ほ
ど
く
小
さ
な
旅
。

日
々
の
疲
れ
を
そ
っ
と
お
き
、
願
い
を
灯
す
ひ
と
と
き
。

あ
な
た
の
一
歩
を
や
さ
し
く
迎
え
ま
す
。
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は
じ
め
ま
し
て
、
今
年
の
三
月
に
入
社
し

ま
し
た
田
中
美
羽
と
申
し
ま
す
。

　

地
元
は
小
泉
で
す
が
、
七
五
三
や
初
詣
等
、

節
目
節
目
に
は
生
島
足
島
神
社
に
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
ご
縁
を
い
た
だ

き
、
こ
の
神
社
の
一
員
と
し
て
働
け
る
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

数
年
前
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
、
七
五

三
や
お
正
月
の
時
期
に
御
奉
仕
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
御
守
り
の
授
与
や
、

御
祈
願
の
受
付
を
主
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

正
式
に
職
員
と
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

な
か
っ
た
神
事
や
結
婚
式
に
携
わ
る
よ
う
に

な
る
の
で
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

神
事
を
通
じ
て
、
神
社
の
歴
史
や
文
化
に
つ

い
て
も
一
日
で
も
早
く
覚
え
て
、
貢
献
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
皆
様
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

祇
園
祭

（
7
月
25
日
・
26
日
）

　

25
日
は「
下
之
郷
三
頭
獅
子
舞
奉
納
」が
執

り
行
わ
れ
ま
す
。

　

26
日
は「
浦
安
の
舞
奉
納
」や「
お
神
輿
」

「
奉
納
演
奏
」が
行
わ
れ
、射
的
や
か
き
氷
な
ど

が
楽
し
め
る「
屋
台
村
」も
あ
り
、境
内
が
賑
わ

い
ま
す
。

灯
籠
展
示
（
7
月
25
日
〜
8
月
9
日
）

と
う
ろ
う

　

歌
舞
伎
舞
台
に
て

地
元
の
保
育
園
・
幼

稚
園
の
園
児
た
ち
に

よ
る
灯
籠
を
展
示
い

た
し
ま
す
。

巫
女
体
験
（
8
月
2
日
９
時
〜
12
時
）

　

拝
殿
に
て
、
普
段
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
の
女

の
子
。
憧
れ
の
巫
女
の
袴
を
着
用
い
た
だ
け

ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
神
社
ま
で
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

夜
間
参
拝

（
8
月
7
日
・
9
日 

21
時
ま
で
）

　

夜
の
静
寂
に
包
ま
れ
た
境
内
全
域
を
ご
参

拝
い
た
だ
け
ま
す
。

神
賑
祭

（
9
月
19
日 

午
後
）

　

境
内
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
て
夏
詣
の
締
め
く

く
り
を
彩
り
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
夏
詣
限
定
の
御
朱
印
・
御
守

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
暑
さ
に
厳
し
い

折
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
夕
暮
れ
の
風
が
心

地
よ
い
時
間
帯
な
ど
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
参
拝
を
、

職
員
一
同
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。

い
く
し
マ
ル
シ
ェ

　

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
に
神
社
で
マ
ル
シ
ェ

を
初
開
催
予
定
で
す
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
・
野の

点だ
て

出
店
予
定
で
す
。

　

詳
細
は
後
日
、
乞
う
ご
期
待
。

巫 

女田 

中 

美 

羽

新
任
の
あ
い
さ
つ

新
任
の
あ
い
さ
つ
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生
島
足
島
神
社
の
祇
園
祭
は
、近
年
「
夏

詣
」の
関
連
祭
典
と
し
て
、多
く
の
皆
様
に
ご

参
列
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。改
め
て
そ
の
意
義

と
次
第
を
見
つ
め
直
し
、諸
祭
典
へ
と
お
力
添

え
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

祇
園
祭
は
、

疫
病
退
散
を

願
う
祭
典
で

す
。そ
の
起
源

の
一
つ
は『
備

後
国
風
土
記
』に
記
さ
れ
た「
蘇そ
み
ん
し
ょ
う
ら
い

民
将
来
」の

伝
説
に
あ
り
ま
す
。旅
の
途
中
で
宿
を
求
め
た

素す
さ
の
お
の
み
こ
と

戔
嗚
尊
を
、貧
し
い
な
が
ら
も
真
心
込
め
て

も
て
な
し
た
蘇
民
将
来
に
対
し
、神
様
は「
茅
の

輪
」を
授
け
、「
子
孫
を
疫
病
か
ら
守
る
」と
約

束
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
信
仰
が
現
代
へ
と
受
け

継
が
れ
、夏
の
厳
し
い
季
節
を
無
事
に
越
せ
る

よ
う
、全
国
で
祇
園
祭
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。そ
の
授
け
ら
れ
た
茅
の
輪
は
大
祓

式
に
て
潜
り
ま
す
。

　

当
神
社
の
祇
園
祭
は
、六
月
三
十
日
の「
祇ぎ

園お
ん

天て
ん

王の
う

降こ
う

祭さ
い

」に
始
ま
り
ま
す
。こ
の
日
、祇
園

の
神
で
あ
る
建た

け
は
や速

素す
さ
の
お
の
み
こ
と

戔
嗚
尊
を
御み

と
し
ろ
お
か
り
で
ん

歳
代
御
仮
殿

に
お
迎
え
し
、一
ヶ
月
間
大
切
に
お
祀
り
い
た
し

ま
す
。同
日
執
り
行
わ
れ
る「
夏
越
の
大
祓

式
」に
て
茅
の
輪
を
潜
り
、無
病
息
災
を
祈
念

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
し
て
七
月
最
終
月
曜
日
、「
御
田
植
神

事
」と
と
も
に「
天て
ん
の
う王
昇あ

げ
の
神
事
」が
営
ま
れ
、

神
様
に
お
帰
り
い

た
だ
く
こ
と
で
一
ヶ

月
に
わ
た
る
祭
り

は
幕
を
閉
じ
ま
す
。

い
ず
れ
の
祭
典
も

参
列
自
由
で
す
の

で
、ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

上
田
市
無
形
民
俗
文
化
財

「
下
之
郷
三
頭
獅
子
舞
」
に
つ
い
て

　

祇
園
祭
に
お
い
て
奉
納
さ
れ
る「
三
頭
獅
子

舞
」は
、「
種
蒔
神
事
」や「
御
田
植
神
事
」と

深
く
関
わ
る
奉
納
行
事
で
す
。古
く
か
ら
地
域

の
農
業
と
結
び
つ
い
て
継
承
さ
れ
て
お
り
、現
在

は
上
田
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

◆
奉
納
の
流
れ
と
構
成

　

行
列
は
、大
正
殿
に
て
一
舞
し
た
の
ち
出
発

し
ま
す
。露
払（
二
）、笹
持（
二
）、自
治
会
長

（
一
）、導
祖（
一
）、三
頭
獅
子（
三
）、締
太
鼓

（
二
）、笛（
四
～
五
）、警
固（
指
南
役
含
め
十

前
後
）で
構
成
さ
れ
、厳
か
に
境
内
へ
と
進
み
ま

す
。西
鳥
居
で
の
口
上
の
後
、宮
司
・
総
代
長
の

出
迎
え
を
受
け
て
御
本
社
で
お
祓
い
を
受
け
、

奉
告
祭
を
執
り
行
い
ま
す
。そ
の
後
、御
神
橋

を
渡
っ
て
神
楽
殿
へ
と
進
み
、ま
ず
は
上
社（
生

島
足
島
神
）へ
、次
に
向
き
を
変
え
て
下
社（
諏

訪
神
）へ
同
様
に
舞
を
奉
納
い
た
し
ま
す
。

【
演
目
】

一
、シ
ャ
ギ
リ　

二
、道
行　

三
、ト
ー
ロ
ロ　

四
、岡
崎　

五
、ト
ロ
ヒ
ャ　

六
、天
竺　

七
、舞
い
込
み　

八
、シ
ャ
ギ
リ

◆
舞
の
特
徴

　

近
隣
の
伝
承
地
に
み
ら
れ
る
よ
う
な「
雄
獅

子
が
雌
獅
子
を
奪
い
合
う
所
作
」が
目
立
た
ず
、

全
体
に
格
調
高
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。特
に
揃
っ

た
笛
の
リ
ズ
ム
が
肝
要
と
さ
れ
、手
替
わ
り（
交

代
）な
し
で
激
し
い
屈
伸
を
繰
り
返
す
演
舞
は
、

非
常
に
精
魂
を
要
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、大
団
扇
の
代
わ
り
に「
鉾
」を
持
つ

「
導
祖（
天
狗
）」や
、「
青
大
将
」と
呼
ぶ
竜
型

（
二
本
角
・
金
歯
）の

獅
子
面
な
ど
、独
自

の
意
匠
が
見
ら
れ
ま

す
。他
地
域
の
獅
子

舞
に
多
く
見
ら
れ
る
、

花
笠
を
被
っ
た
子
供

の「
さ
さ
ら
踊
り
」が

つ
か
ず
、演
舞
中
の

唄
が
極
め
て
少
な
い
点
も
、下
之
郷
に
お
け
る

三
頭
獅
子
舞
の
大
き
な
特
色
で
す
。

　

古
く
は
元
禄
四
年（
一
六
九
一
）の
記
録
に
、

溜
池
の
土
手
工
事
の
地
固
め
に
出
場
し
た
記
述

が
残
り
ま
す
。か
つ
て
は
御
田
植
神
事
の
苗
を

運
ぶ
氏
子
の
傍
ら
で
、田
を
這
う
よ
う
に
踊
っ
た

こ
と
か
ら「
田
の
草
獅
子
」と
も
称
さ
れ
ま
し
た
。

◆
む
す
び

　

地
域
住
民
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
協
力
に

よ
り
、本
年
も
祇
園
祭
を
斎
行
で
き
ま
す
こ
と
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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